
お問い合わせは、
〒450-0001　名古屋市中村区那古野 1丁目44-17  嶋田ビル 203号　

組手什おかげまわし協議会　 E-mail ： 9de10.kaigi@gmail.com  
〒680-0909　鳥取市賀露町南５丁目2433-5　
NPO法人賀露おやじの会　 E-mail ： 9de10@karooyaji.org   
〒450-0001　名古屋市中村区那古野 1丁目44-17  嶋田ビル 203号　

組手什おかげまわし東海　 E-mail ： 9de10tohkai@gmail.com 

東日本大地震被災地支援にご協力を!!!
全国各地の木の駅と地域製材工場、二次加工が手を組み、

アカマツ・エゾマツ・トドマツ・カラマツ・スギ・ヒノキ・ヒバなど主要な造林樹種や

木の駅に出材された様々な木々から組手什部材をつくり、被災地に木遣いの暮らしをつくりだす

使途限定｢緑の募金｣：全国国土緑化推進機構と連携した被災地支援を展開中

ご志援、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます ! ! !
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組手什おかげまわし東海
● 組手什（クデジュウ）とは？

組手什は、誰でも手軽に楽しみながら製作でき、家庭やオフィスの

用途にあわせた快適な木遣い空間が実現できます。

「人」に「十」という単純な二画文字を組み合わせた「什」に、人々

が交わり重ね合わせてつくりだす木遣いある暮らしをイメージし、 

商品名を組手什としました。

● 私たちの水源の森はどうなっているの？
今、日本の人工林は手入れが行き届かず環境面・防災面・地域自立面でも非常に困難な状況にあります 。

一刻も早く健全な森づくりを進めなければなりません。また、切り捨てられることが多い伐木の利用を 

促進することで海外の森林破壊や地球温暖化の防止に貢献することが可能となります。

● 組手什を使うとどうして森の応援団になれるの？
①　組手什部材は軽トラックで出材される２ m前後の原木丸太や製材

端材からも造ることができ、人材・機材を含めた地域資源の活躍が

期待できます（裏面“おかげまわし　仕組み図”参照）。

②　お買上商品代金の約５ %が運営 NPO から活躍される方々への直

接志援にまわされます。

③　原木集散地「木の駅」を各地につくり、近隣の伐木や林地残材を

運び入れます。「木の駅」では、安すぎる市場価格に少しプラス

して出材を引取ります。志援金はその一部に使われます。だから、

伐採・出材された森が少し明るくきれいになります。

④　出材代金は、「木の駅」発行の地域通貨で支払われます。街の大

型スーパーやコンビニでは使えません。だから近隣の商店が少し

元気になります。

⑤　組手什１セットは末口 14 ㎝丸太２本の利用につながり、それは 

約５０坪（１６５㎡）の健全な森づくりを進めます。

⑥　組手什は、住宅やオフィスに木遣い快適空間をつくりだすと同時

に、水源の森と村も元気にするというわけです。

様々な径級材が「木の駅」に軽トラ出材

豊かな下層植生が回復した人工林

● 組手什１セットの中身は？
長さ２m、断面寸法 15×39㎜材の両側を 95 ㎜間隔で幅 15 ㎜、

深さ８㎜の組手切り加工した部材 18 本と半割り部材４本で１セ

ット、商品代金は10,000円 / セット ( 消費税・送料別 ) です。

“組手什おかげまわし東海”にE-mailまたは Fax でご注文くださ

い。宅配便でお届けします。組手什を実際に組み立て、使って、

自然の感触や香りを楽しんで下さい。

● 組手什おかげまわし東海
“組手什おかげまわし東海”は、組手什流通による地域自立志援

の循環とその展開を図っています。

水源の森が豊かに機能し、“おかげまわし”で地域を志援できて、

山から街へ組手什が供給されて、地域資源が街の暮らしを潤す。 

そういった仕組みを全国各地に広げたいと願っています。

“おかげまわし”の仕組みや参加については裏面をご参照ください。

〒450-0001　名古屋市中村区那古野 1丁目 44-17  嶋田ビル 203号
組手什おかげまわし東海

E mail‐ 　 9de10tohkai@gmail.com  　 FAX  052-581-8161
名古屋駅から歩いて 15分ほどの事務所は組手什で木装されています。ご連絡の上、ぜひお立寄り下さい。
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